
岩
手
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
以

下
、
県
高
Ｐ
連
）
は
、
６
月
３
日
に
サ
ン

セ
ー
ル
盛
岡
に
て
、
令
和
４
年
度
定
期
総

会
並
び
に
研
究
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
、
一
昨
年
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
規
模
を
縮
小
す
る
な

ど
し
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
万
全
の
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
、

67
校
２
０
６
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
高
Ｐ
連
表
彰
で
は
87
名
の
方
が
受

賞
し
た
ほ
か
、
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

最
優
秀
、
優
秀
、
優
良
と
各
賞
に
お
い
て

８
校
が
受
賞
し
ま
し
た
。
全
受
賞
者
お
よ

び
受
賞
校
を
代
表
し
て
、
遠
野
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
松
田
惠
市
氏
は
「
教
職
員

の
皆
さ
ん
や
、
活
動
を
と
も
に
し
て
き
た

仲
間
の
お
か
げ
で
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
苦
し
い
状
況

下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
出
会
い
が

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
財
産

に
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
、
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
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ま
た
来
賓
と
し
て
、
岩
手
県
教
育
委
員

会
の
佐
藤
博
教
育
長
（
代
理
と
し
て
岩
手

県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
財
課
の
久

慈
孝
総
括
課
長
が
出
席
）
と
岩
手
県
高
等

学
校
長
協
会
の
梅
津
久
仁
宏
会
長
、
岩
手

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
岩
舘
智
子
会
長
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
で
は
県
高
Ｐ
連
の
横
山
由
美
理
事

（
岩
手
県
立
盛
岡
第
三
高
等
学
校
）
が
議

長
を
務
め
、
令
和
３
年
度
お
よ
び
70
周
年

記
念
事
業
の
会
務
報
告
や
収
支
決
算
に
つ

い
て
審
議
。
令
和
４
年
度
の
役
員
選
出
や

事
業
計
画
、
今
年
度
開
催
さ
れ
る
第
71
回

東
北
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
盛
岡

大
会
な
ど
に
つ
い
て
も
事
務
局
よ
り
原
案

が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
当
初
６
月
30
日
に
開
催
を
予
定
し

て
い
た
同
大
会
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
未
だ
収
束

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
中
止
と
な
り
ま
し

た
。議

事
に
続
い
て
行
わ
れ
た
研
究
協
議
会

で
は
、
「
成
年
年
齢
18
歳
引
き
下
げ
に
伴

う
危
険
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
盛
岡
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
渡
辺
貴
博
主
査
よ
り

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

成
年
年
齢
が
引
き
下
げ
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
18
歳
か
ら
保
護
者
の
同
意
な
し

に
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
未
成
年
者
で
あ

令
和
４
年
度 

県
高
Ｐ
連

定
期
総
会・研
究
協
議
会
開
催

岩手県高等学校PTA連合会会報

ポローニアは県花「桐」の学名です。

れ
ば
原
則
と
し
て
、
保
護
者
の
同
意
が
な
い
契
約

を
後
か
ら
取
り
消
す
こ
と
の
で
き
る
「
未
成
年
者

取
消
権
」
が
適
用
に
な
り
ま
す
が
、
成
年
に
な
る

と
そ
の
対
象
か
ら
は
除
外
さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
飲
酒
や
喫
煙
、
競
馬
、
競
輪
な
ど
は
健
康
面

な
ど
を
考
慮
し
て
20
歳
以
上
と
い
う
年
齢
制
限
が

維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

渡
辺
主
査
は
、
「
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
大
人

も
正
し
い
知
識
と
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
早
め
に
盛
岡
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲県高Ｐ連大柏会長

▲謝辞
　遠野高校
　松田惠市 前会長

▲祝辞
   岩手県P連
   岩舘智子 会長

岩手県
高等学校長協会
梅津久仁宏 会長

岩手県教育委員会
生涯学習文化財課
久慈孝 総括課長

▲研究協議　18歳成年の危険性について　渡辺貴博 氏

▲最優秀広報誌の黒沢尻北高
　太田宣承 会長（左）
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平
　

舘

副
会
長

佐
々
木
英
行

紫
波
総
合

副
会
長

大
崎
千
寿
子

盛
岡
市
立

会　

長

及
川　

大
造

盛
岡
市
立

副
会
長

岩
嵜
真
今
子

花
巻
北

会　

長

小
田
島
英
樹

花
巻
南

会　

長

及
川　
　

功

花
巻
農
業

会　

長

晴
山　

明
嘉

花
北
青
雲

会　

長

瀬
川　
　

公

大
　

迫

会　

長

伊
藤　

浩
之

黒
沢
尻
北

副
会
長

松
村　

淑
子

北
上
翔
南

副
会
長

高
橋　

幹
夫

北
上
翔
南

副
会
長

及
川　
　

亨

北
上
翔
南

副
会
長

菅
原　
　

修

黒
沢
尻
工
業

会　

長

中
島
い
ず
み

西
和
賀

副
会
長

村
上
光
太
郎

遠

野

会　

長

松
田　

惠
市

遠
野
緑
峰

副
会
長

藤
原　
　

豊

水

沢

会　

長

菊
池　
　

祐

杜
陵･

奥
州
校

会　

長

足
立　

尚
子

水
沢
農
業

副
会
長

千
田
奈
津
子

水
沢
商
業

会　

長

佐
々
木
友
也

前
　

沢

会　

長

佐
藤
加
奈
子

金
ケ
崎

会　

長

海
鋒　

徹
哉

岩
谷
堂

会　

長

小
原　

千
春

岩
谷
堂

副
会
長

菊
池
み
ど
り

一
関
第
二

会　

長

吉
田　

直
子

一
関
第
二

副
会
長

岩
渕　

香
織

一
関
工
業

副
会
長

眞
籠　

智
子

花
　

泉

会　

長

髙
橋　

飛
鳥

花
　

泉

会　

長

熊
谷　

和
幸

花
　

泉

役　

員

及
川　

義
昭

花
　

泉

役　

員

菅
原　

善
江

大
　

東

会　

長

小
島　

淑
寿

大
　

東

副
会
長

勝
部　

健
一

大
　

東

役　

員

瀧
澤　

和
美

千
　

厩

会　

長

近
江　

大
介

千
　

厩

副
会
長

三
浦　

潤
子

高
　

田

副
会
長

及
川　

滋
子

高
　

田

副
会
長

及
川
喜
代
乃

大
船
渡

会　

長

三
浦　

英
和

大
船
渡

副
会
長

村
上　

卓
志

大
船
渡
東

会　

長

海
山　
　

忠

大
船
渡
東

副
会
長

木
下　

克
美

住
　

田

会　

長

髙
橋　

幸
治

住
　

田

役　

員

佐
々
木
純
子

釜
　

石

会　

長

千
葉　
　

悟

釜
　

石

副
会
長

太
田　

悦
子

釜
　

石

副
会
長

大
瀧　

忠
和

宮
　

古

会　

長

小
林　

康
弘

宮
　

古

副
会
長

武
藤　

嘉
宜

宮
　

古

副
会
長

小
成　

千
明

宮
古
商
工

会　

長

宇
都
宮　

崇

久

慈

会　

長

越
戸　

和
美

久
慈
東

会　

長

日
形
井
勇
人

久
慈
工
業

会　

長

小
野
寺
輝
彦

軽
　

米

会　

長

中
里　

将
幸

伊
保
内

会　

長

道
地　
　

勇

伊
保
内

副
会
長

野
崎　

典
子

福
岡
工
業

会　

長

立
花　

千
明

一
　

戸

会　

長

仁
昌
寺
泰
夫

一
　

戸

副
会
長

田
村　

隆
博

沼
宮
内

副
会
長

田
中
由
香
理

沼
宮
内

副
会
長

佐
藤　
　

幸

葛
　

巻

会　

長

服
部　
　

健

葛
　

巻

副
会
長

大
川
原
洋
一

令
和
４
年
度
岩
手
県
高
Ｐ
連

定
期
総
会 

個
人
表
彰
受
賞

令和３年度岩手県高等学校ＰＴＡ連合会
第２6回広報紙コンクール入賞校
◆最優秀賞（１校）

黒 沢 尻 北  黒陵　vol.140
 東北地区コンクール優秀賞

◆優秀賞（２校）

盛 岡 北  MORIKITA　創刊号
東北地区コンクール優秀賞

前沢明峰支援  ひだまり　第148号
東北地区コンクール優良賞

◆優良賞（５校）
盛 岡 第 二  盛岡二髙ＰＴＡ通信令和３年度第１号

盛 岡 第 四  志髙　Vol.154

杜 　 　 陵  杜陵高校ＰＴＡ会報　第47号

花  巻  南  花南　みなみ風　138号

大  船  渡  さかみち　第101号

◇最優秀賞･優秀賞 ： 
　令和３年度東北地区広報紙コンクールへ推薦

盛
岡
第
一

副
会
長

佐
藤　

竜
太

盛
岡
第
三

会　

長

佐
久
山　

衛

盛
岡
第
三

役　

員

横
山　

由
美

盛
岡
第
三

役　

員

髙
橋　
　

香

盛
岡
第
三
事
務
局
長

佐
藤　

清
一

盛
岡
第
四

会　

長

菅
原
ま
ゆ
み

盛
岡
第
四

副
会
長

三
上　

朋
子

盛
岡
北

会　

長

志
田　

順
悦

盛
岡　

北

副
会
長

菊
地　

美
佳

盛
岡　

南

会　

長

田
口　

雅
敏

盛
岡　

南

副
会
長

金
子　
　

恵

盛
岡　

南

副
会
長

藤
澤
奈
津
子

不
来
方

副
会
長

小
田
島
智
恵

不
来
方

副
会
長

中
村　

芳
枝

不
来
方

副
会
長

佐
々
木
隆
敏

盛
岡
農
業

副
会
長

安
ヶ
平
真
弓

盛
岡
工
業

会　

長

文
屋　

陽
輔

盛
岡
工
業

副
会
長

熊
谷　

大
輔

盛
岡
工
業

役　

員

井
上
め
ぐ
み

盛
岡
工
業

副
会
長

三
上　

嘉
子

盛
岡
商
業

会　

長

伊
藤　

哲
也

平
　

舘

会　

長

神
田　

勝
恵

会　

長

大
柏　
　

良
（
盛
岡
第
一
）

副
会
長

村
上
智
加
子
（
盛
岡
第
二
）

〃

太
田　

宣
承
（
黒
沢
尻
北
）

〃

小
野
寺　

勝
（
水
沢
工
業
）

〃

今
野　

義
也
（
大
船
渡
）

〃

高
宮　

文
昭
（

葛

巻

）

理　

事

中
村　

直
紀
（
盛
岡
北
）

〃

長
澤　

武
久
（
盛
岡
第
四
）

〃

玉
内　

昭
子
（
盛
岡
南
）

〃

福
田　

裕
美
（

雫

石

）

〃

川
村　
　

敦
（
花
巻
農
業
）

〃

小
林　

立
栄
（
遠
野
緑
峰
）

〃

佐
々
木
敏
紀
（

水

沢

）

〃

千
葉　

博
幸
（
一
関
工
業
）

〃

佐
藤　

邦
生
（

住

田

）

〃

小
林　

隆
広
（

大

槌

）

〃

沢
口　

勝
利
（
福
岡
工
業
）

〃

壽
松
木　

亨
（

久

慈

）

監　

事

八
重
樫
正
尚
（
盛
岡
農
業
）

〃

伊
藤　

玉
男
（

大

東

）

顧　

問

清
水　

成
樹
（
前
会
長
）

〃

渡
辺　

正
和
（
元
会
長
）

〃

梅
津
久
仁
宏
（
校
長
協
会
長
）

令
和
４
年
度 

役
員

〈
講
演
〉

演
題『
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
は
？
』

～
昭
和
世
代
の
た
め
の

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
教
室
～

定
期
総
会
に
続
い
て
行
わ
れ
た
講
演
で
は
、

盛
岡
市
役
所
の
職
員
と
し
て
長
年
勤
務
し
た
経

験
を
持
つ
村
井
淳
氏
が
登
壇
し
ま
し
た
。
現
在

は
「
応
援
す
る
こ
と
で
地
域
を
元
気
に
」
と
い

う
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
啓
発
活
動

に
従
事
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
17
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
か
ら
な
る
国
際
目
標
の
こ
と
で
、「
誰

一
人
取
り
残
さ
い
」
を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

村
井
氏
は
現
在
の
小
中
学
生
や
、
Ｚ
世
代
と

呼
ば
れ
る
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
２
０
０
０

年
代
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
意
欲
が
高
く
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
な
ど
へ
の
関
心
も
高
い
傾
向
に
あ
る

と
解
説
。「
誰
も
が
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
日

常
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
持
っ
て
見
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
一
人
の
１
０
０
歩
よ
り
も
１
０
０

人
の
一
歩
と
い
う
考
え
方
で
、
ぜ
ひ
身
近
な
所

か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
語

り
ま
し
た
。

講
師

村
井
　
　
淳 

氏

（
ム
ラ
イ
ロ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ

代
表
取
締
役
）
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Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
継
承
へ

　

２
年
間
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
副
会
長
を
経

て
、
本
年
度
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
と
な
り
ま
し
た
山
平
功
二
で
す
。
こ
の
２

年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
部
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
生
活
が
制
限

さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
総
会
や
理
事
会
も
集
ま
っ
て

の
開
催
が
見
送
ら
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
継
承
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
３
月
に
は
、
日
本
政

府
よ
り
イ
ベ
ン
ト
制
限
の
撤
廃
が
表
明
さ
れ
、
社

会
経
済
が
動
き
出
し
て
き
て
ま
す
の
で
、
本
年
度
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
出
来
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
校
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
実
績
が
な
い
私
ど
も
が

活
動
し
て
い
く
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
先
輩
方
の

協
力
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
勿
論
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
て
新
し
い
生
活
様
式
の
中
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
も
見
直
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
本
校
の
伝
統
も
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
十
分
に
検

討
し
な
が
ら
活
動
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

本
校
で
は
、
学
校
か
ら
保
護
者

へ
の
新
し
い
連
絡
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、「
ｅ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
導
入
し

ま
し
た
。
こ
の
ア
プ
リ
を
利
用
し

て
、
学
校
か
ら
の
御
案
内
、
生
徒

の
感
染
状
況
な
ど
の
情
報
が
発
信

さ
れ
、
保
護
者
は
、
学
校
の
状
況

が
早
く
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
開

封
返
信
機
能
が
つ
い
て
い
る
た
め
、

学
校
側
も
保
護
者
が
ど
の
く
ら
い

見
て
い
る
か
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
改
善
を
進
め
る
こ
と

で
、
学
校
と
保
護
者
が
一
体
と
な
っ

て
、
生
徒
た
ち
を
感
染
症
や
災

害
か
ら
守
り
、
お
互
い
に
助
け
合

い
な
が
ら
、
様
々
な
活
動
に
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
一
関
第
二
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
か
ら
平
成
に
替
わ
る
頃
、
男
女
共
同
参
画
の
機

運
も
高
ま
っ
て
き
た
頃
で
し
た
。
当
時
は
、
各
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
も
高
Ｐ
連
役
員
も
ほ
と
ん
ど
が
男
性
だ
っ
た
た

め
に
、
女
性
会
員
の
研
修
の
機
会
も
少
な
く
、
女
性
の

声
が
高
Ｐ
連
の
運
営
や
上
部
団
体
・
外
郭
団
体
に
届
き

に
く
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
高
Ｐ
連
で
も
母
親
委
員
会

を
設
置
す
る
機
運
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
３
年
度
に
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

先
進
県
か
ら
学
び
な
が
ら
、
平
成
４
年
度
の
定
期
総
会

で
母
親
委
員
会
の
設
置
が
承
認
さ
れ
、
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
暫
く
の
間
、
全
県
的
な
研
修
や
交
流
の
場

を
設
け
ら
れ
な
い
ま
ま
推
移
し
ま
し
た
。
平
成
10
年
度

に
、
当
面
会
長
研
修
会
に
合
流
し
、
合
同
研
修
と
し
て

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
同
年
か
ら
理
事
に

母
親
委
員
会
か
ら
２
名
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
11
年
度
・
12
年
度
の
２
年
間
は
、
合
同

研
修
の
形
で
開
催
し
、
平
成
13
年
度
に
第
１
回
母
親
会

員
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

時
代
も
平
成
か
ら
令
和
に
替
わ
り
、
母
親
委
員
会
の

名
称
や
委
員
会
規
程
が
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
、
母
親
委
員
会
を
廃
止
す
る
学
校
も
出
て

き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
も
、
昨
年
度
第
21
回
母
親
会
員
交
流
会

が
コ
ロ
ナ
禍
で
も
開
催
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
研
修
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
現
在
の
県
高
Ｐ
連
の
活
動

の
中
で
も
母
親
委
員
会
が
最
も
活
発
で
あ
る
の
も
事
実

で
す
。
高
Ｐ
連
と
し
て
は
、
母
親
委
員
会
を
廃
止
す
る

の
で
は
な
く
、
名
称
や
委
員
会
規
程
を
始
め
、
今
後
の

活
動
内
容
も
含
め
て
検
討
し
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
１
年
間
か
け
て
検
討
し
て
、
令
和

５
年
度
の
定
期
総
会
で
、
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
部
分
の

訂
正
も
含
め
て
、
会
則
及
び
委
員
会
規
程
の
改
正
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
事
務
局
）

母
親
委
員
会
の
名
称
及
び

委
員
会
規
程
に
つ
い
て

請求なければ支払いなし

ＰＴＡ単位で加入する制度で発足後 21年目となり
ました。
令和４年６月現在
〈加入状況〉全　国　 2,269 校	 1,172,830人
　　　　　  岩手県　　　67 校	     22,756人
〈事故の際は〉
全国高Ｐ連賠償責任補償制度事故受付電話

0120-720-110 （24 時間 365日受付）

 
〈加入状況〉 令和４年５月１６日現在	 2,981人
　Ａプラン （病気補償あり）　６３校	 1,704人
　Ｂプラン （病気補償なし）　５８校	 585人
　Ｃプラン （自転車重点型）  ５６校	 692人
〈お問い合わせ〉ＡＩＧ損害保険株式会社盛岡支店

　　　　　　  ＴＥＬ ０１９-６５１-０５８４　

岩手県立一関第二高等学校ＰＴＡ会長　山平　功二

第23回

[会館施設概要］
●所在地
〒171-0043
東京都豊島区要町
2-5-5
ＪＲ池袋駅まで徒
歩１５分､東京メトロ
要町駅 徒歩5分

●資格
岩手県出身者で大学院､大学､短期大学､
専門学校等に通学する人
●寮費	 月額80,000円（朝夕2食)、
	 入寮時費用　10万円
●室内　洋室13.5㎡（全室個室）
●設備　�机、本棚､ベッド､クローゼット､洗面化粧台､

冷暖房器等
[申し込み･問い合わせ］
公益財団法人 岩手県学生援護会(岩手県学生会館内）
TEL:03-3972-4783
※募集要項､申込書類はホｰムペｰジから
　http://www.gakuseikaikan-iwate.or.jp/

岩手県学生会館入寮生募集
～初めての東京生活を支える安心の寮生活～

▲６月15日（水）３学年保護者向け進路ガイダンスにおけるJRC部と共同で行なった
　「ウクライナ人道危機救援金募金」

（一社）全国高Ｐ連賠償責任補償制度

岩手県高Ｐ連高校生総合保障制度
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令
和
４
年
度
、
最
初
の
会
報
「
ポ
ロ
ー
ニ
ア
」

第
48
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
県
高

Ｐ
連
の
広
報
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
編
集
に

あ
た
り
、
ご
多
忙
の
中
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
が
な
か
な
か

減
少
し
な
い
中
、
行
事
の
中
止
や
縮
小
が
あ

り
、
我
慢
の
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ん
が
集
い
、
同
じ
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
難

し
い
現
在
、
思
い
を
文
字
や
写
真
で
伝
え
、
そ

の
思
い
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、

広
報
活
動
で
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
章
に
こ
め
ら
れ
た
思
い
を
読
み
取
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
を
読
ん
で
み
る
と
、

す
べ
て
の
学
校
が
感
染
症
対
策
を
工
夫
し
な
が

ら
、
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
生
き
生

き
と
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社

会
情
勢
の
な
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
、
情
報
交
換
や
学
習
会
を
す
る

機
会
が
あ
れ
ば
、
大
い
に
役
立
つ
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
広
報
活
動
や
外
部
発
信
が
、
い
か
に

重
要
で
あ
る
か
試
さ
れ
て
い
る
時
期
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

本
年
度
も
、
調
査
広
報
委
員
会
一
同
、
会
員

の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
誌
面
作
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
１
年
間
頑
張
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

調
査
広
報
副
委
員
長
・
川
村　
　

敦

〈
編
集
委
員
〉
令
和
４
年
度
調
査
広
報
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委　
　

員

◇
事
務
局

太
田　

宣
承（
黒
沢
尻
北
高
校
）

川
村　
　

敦（
花
巻
農
業
高
校
）

山
﨑　

弘
之（
紫
波
総
合
高
校
）

小
澤　

進
哉（
水
沢
商
業
高
校
）

今
野　

義
也（
大
船
渡
高
校
）

須
藤　

行
貞（
黒
沢
尻
北
高
校
）

佐
藤　
　

尚
（
県
高
Ｐ
連
）

木
村　

智
子
（
県
高
Ｐ
連
）

編
集
後
記

おらほのPTA

岩手県立福岡工業高等学校
PTA会長

沢口　勝利

岩手県立大槌高等学校
PTA会長

小林　隆広

福工における
PTA活動の報告

学校の
サポーターとして

本
校
は
、
機
械
シ
ス
テ
ム
科
と
電
気
情
報
シ
ス
テ
ム
科
の
２

学
科
を
有
す
る
工
業
高
校
で
す
。
今
年
度
創
立
58
年
目
を
迎
え
、

県
北
地
区
に
お
け
る
工
業
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ

れ
科
の
特
色
を
活
か
し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
28
年
度
に
、
み
た
け
支
援
学
校
二
戸
分
教
室
高
等
部

が
併
設
さ
れ
、
体
育
大
会
や
文
化
祭
な
ど
の
行
事
を
通
し
て
親

交
を
深
め
て
お
り
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、
思
い
や
る
心
を
育

ん
で
お
り
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
研
修
旅
行
や
交
流
会
、
会
報
の
発
行
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
以
降
、

多
く
の
行
事
の
中
止
・

縮
小
が
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
昨
年
度

は
、
感
染
症
対
策
の
も

と
、
P
T
A
総
会
時
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
進
路
講
演
会
を

実
施
し
、
地
元
企
業
人

事
部
の
方
か
ら
「
企
業

の
求
め
る
人
材
像
」
と

題
し
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
生
徒
・
保
護
者

共
に
進
路
に
つ
い
て
学

び
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
休
み
明

け
に
は
登
校
時
挨
拶
運
動
を
実

施
し
、
参
加
し
た
方
か
ら
「
学

校
で
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
。」
等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
後
も
困
難
な
状
況
が
続
く

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
学
校
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち

を
支
援
す
る
活
動
を
企
画
・
立

案
し
、
多
く
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
が
学
校
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
で

き
る
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
醍
醐
味
は
学
校
を
中
心
と

し
た
人
と
人
と
の
交
流
だ
と
思

い
ま
す
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、

以
前
の
よ
う
な
活
発
な
交
流
や

活
動
が
で
き
る
状
況
に
戻
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

本
校
は
令
和
元
年
度
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
歴

史
あ
る
学
校
で
す
。「
真
理
・
礼
節
・
健
康
｣
を
校
訓
に
現

在
１
６
７
名
の
生
徒
が
学
校
生
活
を
お
く
っ
て
い
ま
す
。
生

徒
の
進
路
も
四
年
制
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
・
民

間
就
職
・
公
務
員
と
多
岐
に
わ
た
り
進
路
目
標
の
実
現
に

向
け
、
皆
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
通
常
の
部
活
動
、
委
員
会
活

動
の
他
に“
復
興
研
究
会
”と“
は
ま
研
究
会
”と
い
う
本
校

独
自
の
活
動
も
あ
り
、
定
点
観
測
を
行
い
、
町
の
復
興
過

程
を
記
録
し
た
り
、
海
や
川
の
生
き
物
の
生
態
調
べ
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。

P
T
A
活
動
は
広
報
委
員
会
・
研
修
委
員
会
・
交
通
安

全
委
員
会
・
母
親
委
員
会
の
４
委
員
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
広
報
委
員
会
は
年
２
回
の
P
T
A
会
報
の
発
行
、
研

修
委
員
会
は
年
１
回
の
研
修
旅
行
の
企
画
・
実
施
、
交
通

安
全
委
員
会
で
は
年
１
回
の
登
校
時
の
あ
い
さ
つ
運
動
、
そ

し
て
母
親
委
員
会
は
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
で
の
生
徒
へ
の
カ
レ
ー

無
料
提
供
や
文
化
祭
で
の
食
堂
運
営
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

当
日
は
委
員
以
外
の
方
々
も
大
勢
参
加
し
て
盛
り
上
が
り

ま
す
。

た
だ
残
念
な
が
ら
、
こ
こ
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
防
止
対
策
の
た
め
に
、
P
T
A
各
種
行
事
の
中
止

や
規
模
縮
小
を
強
い
ら
れ
寂
し
い
限
り
で
す
。
今
後
も
厳

し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
従
来
の
や

り
方
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
柔
軟
に
企
画
し
、
学
校
と
し
っ

か
り
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
生
徒
の
高
校
生
活
が
よ
り
充

実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
最
後
に
、
会
長
と
い
う
重
責
に
就
い
て
恐
縮
で
は

あ
り
ま
す
が
、
新
役
員
と
共
に
精
一
杯
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲研修旅行

▲朝のあいさつ運動

▲登校時挨拶運動の様子 ▲進路講演会、生徒と一緒に出席された保護者の方々

▲ＰＴＡ総会と同時に実施した進路講演会、講師
の方々

04




